
令和６年度 夢風船 事業計画書  

 

１ はじめに  

    

令和６年度は１１月で夢風船は開設１０年を迎える節目の年である。開設後４年目の平成

２９年度に利用者数が定員に達して以降、事業所の活動も安定期に入り、この間安定して事

業を行うことができた。令和６年度もこれ迄の重点目標に継続して取り組むことに変わりは

ないが、ここ数年利用者の高齢化に伴う健康問題や家族の高齢化に伴う生活基盤の変化への

対応が重要な課題となってきている。事業所内の活動の充実とともに、利用者の将来の生活

を視野に入れた地域の関係機関との連携による生活全般への支援に対して積極的に役割を果

たしていく必要があると考えている。 

 

２ 事業概要 

 

   １）施設名      夢風船 

２）事業種別     生活介護 

   ３）所在地      東京都小平市小川町２―１９３１―１ 

   ４）経営主体     社会福祉法人未来 

   ５）利用定員     ２０名 

   ６）利用現員     ３０名 

   ７）法人認可年月日  平成１４年１２月１１日  

   ８）事業開始年月日  平成２６年１１月１日 

  ９）職員    管理者 １名 

    サービス管理責任者 １名 (常勤換算１．０) 

           生活支援員 １４名 （常勤換算１３．４） 

           看護職   １名 （常勤換算１．０） 

           嘱託医   １名  

 

３ 基本理念 

 

１）一人ひとりの自己実現の支援｡ 

２）互いの尊厳の尊重と信頼関係の構築。 

３）安心と希望の持てる生活。 

 

４ 基本方針 

 

１）日中活動の保障 

２）豊かな生活の支援 

３）利用者一人ひとりの主体的な生活の支援  

４）個別支援計画に基づいた計画的な支援 

５）利用者への相談支援 

６）安心できる将来への支援 

 

５ 実施事業（活動内容）  

 

１）就労支援事業 

① 資源回収作業 

② 弁当配達回収作業 



③ 市内児童公園清掃受託事業 

④ シュレッダー作業 

⑤ ＰＣ入力作業 

⑥ 法人ＨＰ更新作業 

⑦ 折紙製品作成作業 

⑧ その他受注作業 

２）生活支援事業 

① 入浴（毎日） 

② 運動プログラム（ストレッチ・口腔体操・歩行訓練・腹筋運動・下肢運動・ウォー

キング等） 

③ バイタルチェック（朝・入浴前） 

④ 夕方生活支援事業（利用者の余暇支援事業） 

３）行事   

４月   利用者永年勤続表彰式 

５月   運動会 

６月   レクリエーション 

７月   レクリエーション 

８月   川遊び 

９月   レクリエーション 

１０月  レクリエーション 

１１月  旅行 

１２月  忘年会 

１月   新年会・初詣 

２月   レクリエーション 

３月   合同防災訓練 

 

６ 日 課 

 

開所・送迎     ８：３０～９：００ 

   朝礼・活動準備     ９：００～１０：００ 

    健康チェック 

    活動の確認 

   活動         １０：００～１１：３０ 

    作業（資源回収作業／弁当配達収作業／清掃作業／ＰＣ作業 等） 

    作業（室内軽作業） 

    運動プログラム 

    入浴 

   昼食・休憩     １１：３０～１３：３０ 

   昼礼        １３：３０～１３：３５ 

   活動        １３：３５～１５：５０  

作業（資源回収作業／弁当箱回収作業／清掃作業／ＰＣ作業 等） 

    作業（室内軽作業） 

    運動プログラム 

    入浴 

   終礼               １５：５０～１６：００ 

   送迎・清掃        １６：００～１７：００ 

   職員打ち合わせ    １７：００～１７：３０ 

 

７ 重点課題・目標    



 

１）活動 

     １Ｆ―（１）利用者の主体性の向上に向けた活動 

             朝礼等の司会の他、利用者が参加する場面を設ける。また、作業内

容や方法等について、自ら考える場面を増やし、活動に向けた意欲と

主体性の向上を図る。 

     ２Ｆ―（１）利用者の安全確保 

             利用者個々の特性を理解のうえ、見守りの強化や精神的な安定に向

けた環境設定やコミュニケーションにより、離接や他害行動、自傷行

為などの防止を徹底する。 

     １・２Ｆ共通― 

（１）利用者の生活全般にわたる支援の充実。 

             本人や家族の高齢化等による生活基盤が脆弱化しつつある利用者等

に対して、相談支援の充実、衛生保持、健康管理、日常の軽微な事柄

への支援、専門機関への連絡調整、将来の居住環境整備に向けた準備

など幅広く柔軟な支援を行う。 

        （２）各利用者の可能性の発見と伸長にむけた活動（作業）の開拓と支援 

             活動や生活場面において、自分で考える機会の保障や継続により生

活能力や作業能力の向上を図る。また様々な経験を通して能力や興味

関心の発見とその伸長を目指すことで、一人ひとりがやりがいをもっ

て生活できるように支援を行う。 

        （３）健康管理の充実 

            ① 新型コロナウィルス感染症などへの感染症対策を徹底する。 

            ② 一人ひとりの健康管理や衛生保持、また身体機能の維持向上を丁

寧に行うとともに、疾病、けが等への迅速な対応を行う。 

   ２）人材育成 

    （１）リーダー層の育成 

    （２）ＰＤＣＡサイクルの実施による利用者支援スキルの向上。 

（３）職員間の連携協働体制の強化 

     

   ３）経営管理 

    （１）介護給付費の安定確保 

      ① １日平均利用者２０人を目標とし、利用者の安定通所を図る（令和５年度実績

１日平均利用者２２．２７人、３０人在籍通所率７２．８％―令和５年１月末

現在）。 

        （具体的方策） 

        ・送迎場所や時間など柔軟な対応を行う。 

        ・健康状態の確認など家庭やグループホームとの連絡調整を密に行う。 

      ② 職員配置数を維持し重度障害者支援加算の算定を継続する。 

    （２）月次試算による状況分析 

      毎月の月次試算の分析を丁寧に行い、予算執行を計画的に行う。緊急的支出に対し

ては、充当資金の調達のため計画の優先順位を設定する。 

    （３）節電等による経費削減 

      水道光熱費や消耗品など、活動に影響が出ない範囲で節約意識を共有し、経費削減

に努める。 

 

８ その他の課題・目標 

１）療養介護入居者の活動体験の受入れ 

市内療養介護施設の入居者１名を月に１日活動体験で受け入れることで、入所施設利用



者の生活の幅を広げる。 

※新型コロナウィルス感染症の流行以降、当該療養介護施設の方針により休止中。当該

療養介護施設の許可が出次第次第再開。 

 

９ 環境の整備 

 

 施設内外の美化と利用者身辺の整理整頓につとめ､危険の防止に努める｡ 

 

１０ 防災計画 

 

  管理者の指揮のもとに､非常災害訓練を年３回実施する｡ 

  総指揮  管理者 

  連絡担当 生活支援員 

  救助担当 生活支援員 

 

１１ 資金計画 

 

  通常の運営経費は､運営費でまかなう。 


